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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ガスタービンエンジンの流体流調整方法を提供
する。
【解決手段】ガスタービンエンジンの流体流調整方法は
、開放バルブ１３４と、第１屈曲部１７２と、第２屈曲
部１７４とを有する流管１２２を設けるステップを含む
。流管を流れる流体の作用によって、ピストン１４２が
軸方向に動き、それに伴ってバルブが閉鎖する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガスタービンエンジンの流体流調整方法であって、
　開放バルブ（１３４）と、第１屈曲部（１７２）と、第２屈曲部（１７４）とを有する
流管（１２２）を設けるステップと、
　前記流管（１２２）に流体を流すステップと、
　ピストン（１４２）を軸方向に動くように作動させるステップと、
　前記ピストン（１４２）の軸方向運動によって前記バルブ（１３４）を閉鎖するステッ
プとを含む、流体流調整方法。
【請求項２】
　前記第１屈曲部（１７２）において前記流体の流れ方向を変えるステップをさらに含む
、請求項１に記載の流体流調整方法。
【請求項３】
　前記第２屈曲部（１７４）において前記流体の流れ方向を変えるステップをさらに含む
、請求項１又は２に記載の流体流調整方法。
【請求項４】
　前記ピストン（１４２）が前記軸方向運動による直線的な推進力を提供する、請求項１
乃至３のいずれか１項に記載の流体流調整方法。
【請求項５】
　前記直線的な推進力を回転力に変換するステップをさらに含む、請求項４に記載の流体
流調整方法。
【請求項６】
　前記回転力によって前記バルブ（１３４）が閉鎖される、請求項５に記載の流体流調整
方法。
【請求項７】
　前記ピストン（１４２）の位置を検出するステップをさらに含む、請求項１乃至６のい
ずれか１項に記載の流体流調整方法。
【請求項８】
　前記ピストン（１４２）を反対方向に動くように作動させるステップをさらに含む、請
求項１乃至７のいずれか１項に記載の流体流調整方法。
【請求項９】
　前記ピストン（１４２）の反対方向の運動によって前記バルブ（１３４）を開放するス
テップをさらに含む、請求項８に記載の流体流調整方法。
【請求項１０】
　前記ピストン（１４２）を作動させるために、作動キャビティ（１４８）に作動流体を
供給するステップをさらに含む、請求項１乃至９のいずれか１項に記載の流体流調整方法
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は概してガスタービンエンジンに関し、より詳細には、ガスタービンエンジンの
流体流を調整するのに使用されるバルブアセンブリに関する。
【背景技術】
【０００２】
　通常、ガスタービンエンジンは、圧縮機と、燃焼器と、少なくとも１つのタービンとを
含む。圧縮機によって空気が圧縮され、燃料と混合されて燃焼器に運ばれる。混合気がそ
こで点火されて高温燃焼ガスが発生し、燃焼ガスはタービンに運ばれる。タービンは燃焼
ガスからエネルギーを抽出して、圧縮機に動力を供給するだけでなく、飛行中の航空機を
推進したり、発電機等の負荷に動力を供給したりするための有効な仕事を発生させること
ができる。
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【０００３】
　ガスタービンエンジンは、通常、圧縮機およびタービンの周りに円周方向に延在するエ
ンジンケーシングを含む。少なくとも一部の既知のエンジンの内部では、ケーシングの外
面に連結された複数のダクトおよびバルブを用いてエンジンの１つの領域から流体流を運
んで、エンジンの別の領域で使用したり、機外へ排出したりする。例えば、そのようなダ
クトおよびバルブは、環境管理システム（ＥＣＳ）の一部を形成することがある。
【０００４】
　少なくとも一部の既知のバルブアセンブリは、高温および／または高圧状態にある流体
流を制御するのに使用される。そのようなバルブアセンブリは、配管の隣接する部分の間
に連結される略円筒バルブ本体を含む。バルブ本体は、バルブを通る流体流を制御するよ
うに選択的に位置決めすることができるバルブ密封機構を含む。より詳細には、少なくと
も一部の既知のバルブは、バルブ本体の外部に配置され、バルブ密封機構を選択的に位置
決めするのに必要な原動力を供給するようにバルブ密封機構に連結されるピストン／シリ
ンダ装置を含む。
【０００５】
　ピストン／シリンダ装置は主バルブ本体からオフセットしているので、バルブアセンブ
リの重心は、一般的にバルブ本体の中心軸線からある距離だけずれている。そのような重
心偏心は、エンジン作動時に、バルブアセンブリ、隣接する配管および支持ブラケットに
曲げ応力を誘発する場合がある。用途によっては、ピストン／シリンダ装置の物理的寸法
および重量もまた、エンジン設計のダクト経路指定段階での問題点を示すことがある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　一部の既知のバルブアセンブリは、バルブ密封機構に通じる配管に屈曲部を設けること
によって、これらの問題を克服しようと努力してきた。この変更の目的は、バルブ密封機
構をピストンと垂直に配向し、さらに力伝達ピンをピストン移動方向と垂直に配向するこ
とであった。しかしながら、この設計は、ピストンとバルブ密封機構の中間でウィッシュ
ボーン構成を使う必要がある。ウィッシュボーンによって振動姿態が生じ、結果的に好ま
しくない摩耗問題または部品応力につながることがある。ウィッシュボーンはまた接続ピ
ン用のスロットも含んでおり、埃や水分が作動キャビティに入り込むことが可能になって
しまう。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　一例示的実施形態において、ガスタービンエンジンの流体流調整方法は、開放バルブと
、第１屈曲部と、第２屈曲部とを有する流管を設けるステップと、該流管に流体を流すス
テップと、軸方向に動くようにピストンを作動させるステップと、該ピストンの軸方向運
動によって該バルブを閉鎖するステップとを含む。
【０００８】
　別の例示的実施形態において、ガスタービンエンジンの流体流調整方法は、軸線と、該
軸線と平行な回転軸であって、該回転軸と平行で該軸線を通過する平面からオフセットさ
れる該回転軸を有するバルブとを有する流管を設けるステップと、該流管に流体を流すス
テップと、軸方向に動くようにピストンを作動させるステップと、該ピストンの軸方向運
動によって該回転軸を回転させるステップと、該回転軸の回転によって該バルブの位置を
変えるステップとを含む。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】例示的なガスタービンエンジンの底面図である。
【図２】バルブアセンブリの一例示的実施形態の斜視図である。
【図３】バルブアセンブリの一例示的実施形態の外側部分の分解斜視図である。
【図４】バルブアセンブリの一例示的実施形態の内側部分の分解斜視図である。
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【図５】バルブアセンブリの一例示的実施形態の側面図である。
【図６】図５の６－６断面線に沿ったバルブアセンブリの一例示的実施形態の断面図であ
る。
【図７】流体流を調整する方法の一例示的実施形態を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　図１は、１つ以上のバルブアセンブリ１０４を含む複数のダクト１０２を有するガスタ
ービンエンジン１００の底面図である。エンジン１００は、圧縮機１０６と、燃焼器１０
８と、タービン１１０とを含む。エンジン１００はまた、破線で示すさらなるタービン１
１２およびファンアセンブリ１１４も含む。一例示的実施形態において、ダクト１０２お
よびバルブアセンブリ１０４は、過渡抽気システム１１６の一部を形成することができる
。より詳細には、ダクト１０２およびバルブアセンブリ１０４は、それぞれ高温および／
または高圧状態の流体流をエンジン１００の１つの領域から別の領域で用いるために円滑
に運んで制御する。例えば、一例示的実施形態において、ダクト１０２およびバルブアセ
ンブリ１０４を流れる流体は、華氏８００度を超える作動温度および／または３００ＰＳ
Ｉを超える作動圧力を有する。
【００１１】
　次に、図２～図６を参照すると、バルブアセンブリ１０４は、第２本体１２０を部分的
または完全に取り囲むことができる第１本体１１８を含む。第１本体１１８および第２本
体１２０は、バルブアセンブリ１０４の構成要素を収容および支持するための環状構造と
される。流管１２２は、支持体１２４によって第２本体１２０の内部に支持される。第１
本体１１８、第２本体１２０および流管１２２は当該技術で周知の任意の直径にすること
ができ、全体を通して同じ直径にしても、あるいは長さに沿って一箇所または複数箇所で
変更してもよい。支持体１２４は、流管１２２が流管１２２を流れる流体の温度および圧
力の変化によって膨張および収縮し、さらに振動の誘導負荷を支持することができるよう
な、当該技術で周知の任意の構造にすることができる。一例示的実施形態では、支持体１
２４は金属薄板の成形部分品であって、第１端部１２６が第２本体１２０に、第２端部１
２７が流管１２２に取り付けられる。一例示的実施形態では、支持体１２４は２つ以上の
部分品として形成してもよく、１つが第２本体１２０の入口側に取り付けられ、１つが第
２本体１２０の出口側に取り付けられる。
【００１２】
　流管１２２は、流管１２２を流れる流体を受け入れるための入口１３０を有する入口部
分１２８と、流管１２２の下流に流体を受け渡すための出口１３３を有する出口部分１３
２とを含む。バルブ１３４は、流管１２２の内部に配置される。バルブ１３４は、当該技
術で周知の任意の形式のバルブにすることができる。一例示的実施形態では、バルブ１３
４はバタフライバルブである。バルブ１３４は、開放位置、閉鎖位置、およびその間のど
こかに選択的に位置決めすることができる。回転軸１３６は、バルブ１３４を流管１２２
に接続して、バルブ１３４を選択的に位置決めすることができる。回転軸１３６はバルブ
１３４を貫通して、軸受アセンブリ１３８を介して流管１２２に接続している。回転軸１
３６は、第１本体１１８および第２本体１２０の軸線に略垂直である。回転軸１３６はま
た、回転軸１３６と平行で、第１本体１１８および第２本体１２０の中心を通過する平面
からオフセットされる。
【００１３】
　ピストンアセンブリ１４０は、回転軸１３６およびバルブ１３４を作動させるのに使用
される。ピストン１４２は、第１本体１１８と第２本体１２０の間に配置される。作動流
体をピストン１４２に供給するために、ポート１４４が第１本体１１８に接続される。ポ
ート１４４は、流体の圧力降下が最小限に抑えられるように配置される。作動キャビティ
１４８を密封するために、ピストン１４２に近接して複数のシール１４６が配置される。
作動キャビティ１４８は、バルブ１３４を作動させるための作動流体で満たされている。
ピストン１４２は、ピストンロッド１５０に接続される。このピストンロッド１５０の周
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囲に、ブッシング１５１が配置される。ブッシング１５１は、ピストンロッド１５０を案
内および密封する。ピストン１４２と反対側のピストンロッド１５０の端部に、ピストン
ロッドクレビス１５２が配置される。ピストン１４２、ピストンロッド１５０、ブッシン
グ１５１およびピストンロッドクレビス１５２は、第１本体１１８および第２本体１２０
の軸線と平行になるように配列される。リンクアーム１５４は、一端がピン１５６によっ
てピストンロッドクレビス１５２に、他端がピン１５７によって回転軸クランクアーム１
５８に接続される。回転軸クランクアーム１５８は、回転軸１３６の一端に接続される。
回転軸クランクアーム１５８は、この回転軸クランクアーム１５８が回転する時に回転軸
１３６が回転するように接続される。ピストンアセンブリ１４０は、ピストン１４２の周
囲のピストン力のバランスを取るように、ピストンロッド１５０から１８０度の位置に配
置された第２のピストンロッド１６４を有する。ピストンロッド１６４は、上述したのと
同様の構成でピストン１４２に接続される。ピストンロッド１６４には、ブッシング１６
５、ピストンロッドクレビス１６６、リンクアーム１６８および回転軸クランクアーム１
７０が付随する。ピストンロッド１５０、１６４は各々が、ピストン１４２の直線的な推
進力を回転軸１３６の回転力に変換して、回転軸１３６を回転させることによって、ピス
トン１４２の運動に応じてバルブ１３４を開閉させることができる。
【００１４】
　流管１２２は、第１屈曲部１７２および第２屈曲部１７４を含む。第１屈曲部１７２に
よって、回転軸１３６がピストンロッド１５０および１６４を通過する平面からオフセッ
トされるように、回転軸１３６を位置決めすることができる。第２屈曲部１７４によって
、バルブ１３４をピストンロッド１５０および１６４の中央に置くことができる。これに
より、回転軸クランクアーム１５８および１７０をピストンロッド１５０および１６４と
実質的に一直線に並べることができる。そのような構成によって、ウィッシュボーンアセ
ンブリを必要とすることなく、回転軸１３６とピストンロッド１５０および１６４を直接
接続することができる。
【００１５】
　ピストンアセンブリ１４０に隣接して、センサ１７６が配置される。センサ１７６は、
バルブ１３４の位置に関するフィードバックをエンジンに提供するために、ピストン１４
２の位置を検出するように配置される。当該技術で周知の任意の位置センサを使用するこ
とができる。一例示的実施形態では、線形可変差動変圧器（ＬＶＤＴ）が使用される。セ
ンサ１７６は、Ｌ型ブラケット１７８によってピストンロッド１５０、１６２に取り付け
られる。なお、センサがピストン１４２の位置を検出することができるのであれば、任意
の取付器具を用いてもよい。
【００１６】
　図７に示すように、使用中、流体は流管１２２の入口１３０を通って流れる（ステップ
２００）。流体は、第１屈曲部１７２において流管１２２の内部で方向を変える（ステッ
プ２０２）。流体は、第２屈曲部１７４において流管１２２の内部で二度目に方向を変え
る（ステップ２０４）。作動流体は、ポート１４４から作動キャビティ１４８へ流れる（
ステップ２０６）。当該技術で周知の任意の作動流体を用いることができる。作動流体に
よって、ピストン１４２はバルブ１３４に向かって軸方向に動かされる（ステップ２０８
）。ピストンロッド１５０、１６４およびピストンロッドクレビス１５２、１６６もまた
、ピストン１４２の運動に伴ってバルブ１３４に向かって軸方向に動くことになる（ステ
ップ２１０）。直線的な推進力はさらに、リンクアーム１５４、１６８を介して回転軸ク
ランクアーム１５８、１７０に伝達される（ステップ２１２）。回転軸クランクアーム１
５８、１７０の直線的な推進力が回転力として回転軸１３６に伝達されることによって、
回転軸１３６および付属のバルブ１３４が回転させられる（ステップ２１４）。バルブ１
３４は、開放から閉鎖へ、閉鎖から開放へ、または中間のどこかへ切り替わるように作動
する。第２のポート１８０が作動流体を作動キャビティ１４８に供給することによって、
ポート１４４が出口として機能し、バルブ１３４を閉鎖する。バルブ１３４は、失速状態
、エンジンの後方部への高圧流の再分配、燃焼器に対する入口圧力の低下、エンジンの凍
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結防止、翼の凍結防止、羽根先端隙間の制御、航空機の環境管理システムおよび／または
補助動力装置への空気の供給、またはそれらの任意の組み合わせを含むがこれらに限定さ
れない、さまざまな理由で作動する。初期位置は、開閉どちらでもよい。ピストン１４２
、ピストンロッド１５０、ピストンロッドクレビス１５２、リンクアーム１５４および回
転軸クランクアーム１５８が軸方向に一直線に並ぶので、回転軸およびバルブに伝達され
る力がより直接的でバランスの取れたものとなり、それにしたがってバルブに付加される
過渡力が低下する。
【００１７】
　本明細書において、本発明の例示的実施形態を、当業者による実現および活用のための
最良の態様を含めて開示した。本発明の特許可能な範囲は、添付の特許請求の範囲によっ
て定義されるとともに、当業者に想起可能なその他の実施例も包含する。かかるその他の
実施例は、添付の特許請求の範囲の文言と相違ない構成要素を有する場合、または添付の
特許請求の範囲の文言と実質的に相違なく同等な構成要素を含む場合、本発明の範疇にあ
るとみなされる。
【符号の説明】
【００１８】
　１００　ガスタービンエンジン
　１０２　ダクト
　１０４　バルブアセンブリ
　１０６　圧縮機
　１０８　燃焼器
　１１０　タービン
　１１２　タービン
　１１４　ファンアセンブリ
　１１６　過渡抽気システム
　１１８　第１本体
　１２０　第２本体
　１２２　流管
　１２４　支持体
　１２６　第１端部
　１２７　第２端部
　１２８　入口部分
　１３０　入口
　１３２　出口部分
　１３３　出口
　１３４　バルブ
　１３６　回転軸
　１３８　軸受アセンブリ
　１４０　ピストンアセンブリ
　１４２　ピストン
　１４４　ポート
　１４６　シール
　１４８　作動キャビティ
　１５０　ピストンロッド
　１５１　ブッシング
　１５２　ピストンロッドクレビス
　１５４　リンクアーム
　１５６　ピン
　１５７　ピン
　１５８　回転軸クランクアーム
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　１６４　ピストンロッド
　１６５　ブッシング
　１６６　ピストンロッドクレビス
　１６８　リンクアーム
　１７０　回転軸クランクアーム
　１７２　第１屈曲部
　１７４　第２屈曲部
　１７６　センサ
　１７８　Ｌ型ブラケット
　２００　ステップ
　２０２　ステップ
　２０４　ステップ
　２０６　ステップ
　２０８　ステップ
　２１０　ステップ
　２１２　ステップ
　２１４　ステップ

【図１】

【図２】

【図３】
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【図５】

【図６】

【図７】
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